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Wallbox社製 Pulsar Plus

世界・欧州
スタンダード

世界 118 カ国・ 100 万台以上
EV先進の欧州で高い評価

アプリから
スマート制御

高い
安全性

コンパクト
軽量設計

専用アプリ から 出力 1.2kW-8kW（6A‐40A）

リアルタイムで出力変更でき、スケジュール設定もアプリから可能

アプリから充電器の施錠/解錠も遠隔操作可能

充電履歴も確認でき、外出や旅行の不在時も安心

19.8㎝×20.1㎝の 本体重量も 2 kg
 壁面・支柱などレイアウトの選択も広がります

標準ケーブル長も5.5ｍと長く取り回しも容易
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詳細
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本体カラー表示

通常待機 開始準備
スタンバイ

充電中
スケジュール充電

充電中
ノーマル充電

ロック中
盗電対応

エラー・トラブル
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Pulsar Plus対応車種

国内・海外メーカーの車両にも対応可能

8 kW 40A
・Volvo C40 ex30 ・VW iD4  
・Audi e-tron ・500e 

BEV 7時間 Teslaバージョンにより

6 kW 30A

・BYD各モデル ・Tesla 各モデル
・レンジローバーPHEV
・ジャガーi-pace ・日産リーフ アリア ・
Toyota bZ4X / クラウンスポーツRS

BEV 9時間
国内メーカーの主要車種は、普
通充電～6kWの許容

3 kW 15A
・三菱アウトランダーPHEV トヨタプリウスPHV

・日産Sakura ・Toyota C+pod
PHEV
BEV小容量

18時間
Sakuraのような小容量や、
PHEVは3kWまでの許容

1.2 kW 6A

BEV
バッテリーEV
全部電気で走る
ピュアエレクトリック

PHEV PHV
充電できる電池とガソリ
ンの併用のEV
プラグインハイブリッド

ハイブリッド
ガソリンエンジンで発
電・駆動。
外部から充電はできない
日産e-powerもこれにあ
たる

主なBEVの
・電池容量
・航続距離
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さらに付加できる高性能 パワーメーター・Power Boost

動的な電力負荷管理ソリューションで充電器のインテリジェンスを 向上さ
せ、停電を回避し、想定外の電気料金上昇を防ぎます。家庭の実際の エネ
ルギー使用量を測定し、地域の電力網の容量に合わせてEVの充電量を自動
的に調整します。

Power Boost機能
ダイナミックパワーシェアリングでより賢い充電を実現

電力契約アンペア内での運用を自動で行なう＝ブレーカーが落ちない

ご自宅の電気使用量を計測し、自動的にEV充電量を調整します。
EV購入によって電気使用量が増加しブレーカーが落ちること、電気契約
の変更により電気代が高騰することなどを防ぎます。

パワーメーター

44,000 円
(税込 48,400円)



7

さらに付加できる高性能 Eco Smart
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スマート充電器×電力プラン
ユアスタンド独自のEV充電普及PR

お客様のくらしを「より快適に」「より便利に」「より楽しく」するために
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遠隔スケジューリング機能の有効活用

「車両を使わない時間」ライフスタイル×電力プランと組み合わせ 圧倒的な割安運用ができる

夜割プラン

日中割プラン
グリーンプラン
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OFFON

10月30日 
日経新聞の朝刊 ビジネス2面（18面）

【実現】戸建EV充電器 遠隔制御によりディマンドレスポンスを実装

電力の需給ひっ迫時は充電を制御し、電力に余裕のある時間帯（電気が安い時間帯）に自動で充電
再生可能エネルギーの増加による社会課題の解決とEVユーザーのメリット享受を両立するものです。

電力消費の大きいEVを昼間（9:00～15:00）に充電することで、クリーンエネルギーの活用を推し進めます。
東京都が実施している「GX関連産業創出へ向けた早期社会実装化支援事業」に採択された事業です。

家庭の電力需要が夕方から夜にかけてピーク
その時間の充電を避けることにより、社会全体に
おける
電力需給バランスの最適化を図ることに寄与
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移動をもっとクリーンに
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